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9月第 4週は、シルバーウィークという大

型連休がお目見え。かたやうおずみで

は、年中無休の Sウィーク実施中！その中

でも、この日はスペシャルです。以前敬老

の日だった 9月 15日。昨年に続き敬老会

を開催しました。 

毎年 9 月には、その年度に百歳を迎え

る方へ、内閣総理大臣と県知事より表彰

状と記念品が贈られます。当苑では、今年

度お二人が表彰されました。2丁目・河本 

で 2曲を熱唱。場内を沸かせました。 

 続いては「スポーツの秋」。大正生まれと昭和

生まれのチームに分かれての風船バレーです。

開設当初の平均年齢は大正10年生まれだった

のですが、今では大正と昭和生まれが半々で

す。選手が懸命に風船を追い、叩いて、軍配は

なんと大正チームに。皆様の動きがシャープだ

ったのは、この日の昼食が敬老会スペシャル散

らし寿司だったおかげ!?これからもお元気で！ 

美枝子様と 6丁目・椋野正子様です。 

 残念ながら、河本様は体調不良のためご

欠席でした    が、椋野様は元気にご家族

様とともに     ご出席されました。椋野様

は、当苑          開設     3日め 

にご入居された             最古参

で、来年 1月 2日         に百歳を  

お迎えになります。       表彰状 

はこの日に間に合       いませんでした

が、職員よりささやかなが    ら、花束と記念

品を贈呈させていただきました（写真左上）。 

さて、そんなオープニング・セレモニーの後は

「芸術の秋」。カラオケ好きのご入居者を代 

表して、4名様にその自慢の歌声をご披露 

いただきました。ふだんはとてもシャイな 7 

丁目・増田伸様が、マイク離さ～ずの勢い 

7丁目・敏森利

子様誕生日会

でのスナップ

（9/23） 

特養うおずみを運営する社会福祉法人誠和会が、初めて当苑以外

に施設をつくりました。その名は「おおくぼの里」。大久保病院に隣接し

た 3階建てで、全 36室。60歳以上、もしくは要支援 1～要介護 5の認

定を受けた方を対象としています。最近どんどん増えているサ高住（サ

ービス付き高齢者住宅）ですが、「おおくぼ～」はここが違います。 

全戸南向き、病院のすぐ側の安心立地、常駐スタッフによる 

日に三度の巡回、美味しくて豊富なメニューのある食事…それ 

に、何といっても新築！当苑の待機者様をはじめ、施設入所を 

お考えの方に朗報です。11月 7日より、ご見学が可能です。 

開設準備室は当苑事務所内にございます。 

お気軽に、資料請求・お問い合わせをどうぞ（担当：山根）。 

ＰＲ 

▲風船バレーで最優秀選手賞（MVP）を受賞 

（大西智恵子様） ▼カラオケで熱唱中の 

方を応援！ 
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◆ ◇ ◆ これからのうおずみ ◆ ◇ ◆ 

10月 13・27日（火） 《 パン販売「なないろ」 》 12時半頃 

   14日（水） 《 和太鼓・安井様 》 13:45～（地） 

19日（月） 《 うおずみシネマクラブ 》 13:30～（地） 

15日（火） 《 敬老会 》 14:00～（地） 

21日（水） 《 日本理美容福祉協会 》 訪問理美容サービス 

21日（水） 《 音楽療法 》 13:45～ 

27日（火） 《 ペン習字 》 13:45～（地） 

11月 2日（月） 《 青葉台うたうサークル 》 13:45～（地） 

    6日（金） 《 インフルエンザ予防接種 》 午後（予備日 11/13） 

   

月より勤務しております朝枝です。 

夜勤のみですので、なかなか皆様と 

お会いする事ができませんが、宜しく 

お願いします。 

そうめんと呼ぶには太い、うど 

んと呼ぶには細い…そんな 

外見を持つこの日のランチ 

は、徳島県つるぎ町の半 

田地区に伝わる素麺、その 

名も「半田そうめん」です。 

 うおずみ 春夏秋冬 インフォメーション  

10/15 《ご当地 F・愛知県》 きしめん 

31 《ハロウィン・メニュー》 

11/11 黒豆入りご飯  

20 《ご当地フェア・ベトナム》 

それ他 ： 《旬の魚》 マグロ 

《カレー・フェア》 根菜カレー 

 厨房だより 江戸時代につくりあげた半田そうめんを、平成の秋に食す 

小学 6 年になり、反抗的な態度を見せるようになった愛娘。ある日

「お母さんは時々泣くのに、お父さんが泣いているのを見たことがな

い」と言いました。そこで「男が泣くのは人生で三度だけなのだよ」と教

えてあげました。目の前で、お兄ちゃんが何度も泣いているのを見て

いる娘は不思議そうです。「これからは泣かないよ。今までお兄ちゃん

は子供だった」とフォローする私。テレビで、男性芸能人が簡単に涙

を見せる時代、以前小欄で書いた、父親のメッキが剥がれ落ちる寸前

の面目躍如となったのでしょうか？異性とは、家族であれ似て非なる

もの…やはり、男女はともに暮らすべきと感じた出来事でした。 

●暑さ寒さも彼岸まで。すっかり涼しく過ごしやすくなり、秋深しという風情が感じ

られます。さて、ご入居者様には、11 月 6 日、インフルエンザ予防接種がありま

す。同封の予診票に、ご記入・提出下さいます様お願い致します。 

 

吉野川の豊かな水流を利用した水運が盛んだっ 

た江戸時代に、船頭たちが奈良の三輪地区から技 

術を持ち込んで冬場に素麺づくりを行うようになった 

のが始まりだとか。そんな伝統的な技能を駆使した麺 

 

 

 

▲（株）タルイより講師を招き接遇研修（9/10） 

▼新聞引っ張り合いゲーム（9/9、デイにて） 

ご当地フェア・徳島県 

半田そうめん（9/25） 

を、瞳を閉じてゆっくりと噛みしめれば、そこには阿波踊りの 

お囃子が聞こえてくるようで…錦糸玉子を添え秘伝の露をかけ 

て。「うまいんじょ！」と徳島弁でつぶやいてしまう、食欲の秋の１ページでした。 

 

 

 

るく元気な事が唯一の取り柄な 

    のですが、それがもしかして K・Y？な 

んて時も…皆様が気がついた事があ 

れば教えて下さい。色んな仕事をし 

てきましたが、この仕事は大好きで 

す。大変な事も沢山ありますが、入居者

様の笑顔にはとても元気をもらえます。「あり

がとう」と言われれば、本当に嬉しいです。 

６ 

動

物 

物が大好きで、トリミングやドッグ 

トレーナーなどいくつかペットの資格を持

っていますが、一度もカットをした事がな

いようなペーパーライセンスです。 

明 

 これからも、皆様の 

元気な笑顔を見られる 

様に頑張ります！ 

▲音楽療法 

（10/1）参加中 
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目から 

ウロコ！ 


